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用が高まるという消費としての側面があり、さらに厳密に言うと、「受ける教育j と「受けさせる教育」の 2 種類が
ある。本論文では、こうした教育需要の目的や主体の違いを明示的に考慮し、教育に対する重層的な分析を試みてい
る。
第 2 は、教育需要における不確実性の重要性を、理論的に明確にしている点である。教育成果や自分(または子ど
も)の能力に対する不確実性が高いほど、教育需要は高まる。また、教育を受けるにしたがってその不確実性が低下
し、教育需要が低下するという逆説的な構造になっている。本論文では、こうした教育需要の特徴を、直感的にも理
解しやすい単純なモデルを用いて検討している。
第 3 は、個人による教育成果の違いや能力格差の存在を想定し、教育の格差拡大機能という、教育のいわば“陰"
の側面にも理論的な分析を加えていることである。教育が格差拡大につながるとすれば、政府の教育への関与にも微
妙な問題が出てくるし、能力主義の浸透と相まって、教育が所得格差を世代間で継承させる。本論文では、効率性だ
けでなく公平性の観点からも教育のあり方を議論している。
日本では、人的資本論をベースにした教育の収益率や進学行動に関する実証分析などを除くと、教育経済学の研究
蓄積は十分とはいいがたい。そうしたなかで、本論文において示された研究成果は、この分野において注目すべき貢
献をしているものと評価される。
本論文は、全体を通じて周到かつ論理的に構成されており、オリジナリティに富む学術的にきわめて価値の高いも
のと判断される。分析方法などに部分的な改善の余地はあるが、教育の現状と政策に関する包括的な分析に成功した
労作といえる。よって、本論文は、博士(国際公共政策)の学位に十分値するものと判定する。
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